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はじめに

この報告書は「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定に基づき,中能登町教育委員

会が平成 30年度に実施 した事務事業の取 り組みについて自らその状況について点検 し評価を行い
,

金沢大学 浅野秀重 名誉毅授からご意見をいただき,ま とめたものです。

令和 2年 2月

中能登町教育委員会

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 (抄 )

(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等)

第二十六条 教育委員会は,毎年,その権限に属する事務 (前条第一項の規定により教育長に

委任された事務その他教育長の権限に属する事務 (同条第四項の規定により事務局職員等に

委任された事務を含む。)を含む。)の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い,そ

の結果に関する報告書を作成し,こ れを議会に提出するとともに,公表しなければならない。

2 教育委員会は,前項の点検及び評価を行うに当たつては,教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用を図るものとする。
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1.教育のビジョン

○中能登町学校教育振興 ビジョン

1.基本理念

ふるさとに愛着と誇りをもち、将来を夢みて未来を切リキ石く中能登つ子を育てる

2.基本方針

1)確かな学力 と社会性を身につけ、大好きな自分づ くりに励む中能登つ子

2)生命を尊重し、正義感と思いやりの心を持つ人間性豊かな中能登つ子の育成

3)心身 ともに健康で、自分 らしさを発揮 し、たくましい行動の出来る中能登つ

子の育成

○中能登町社会教育振興ビジョン

1.基本理念

霊峰石動山と古墳つらなる眉丈山の範まほろばの地に抱かれ、ふるさと愛を持

ち、健康で心豊かな文化の香 り高い町を目指す

2.基本方針

少子高齢化が進行する中、家庭 。学校 。地域との連携を強化し、町の歴史や文

化を継承 しつつ、生涯学習・生涯スポーツなど、心豊かに生涯にわた り学び合

える環境づ くり、また、人間性豊かな、活力ある社会基盤づ くりを推進する。



I 事務の点検評価

1 学校教育

項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
１
）
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

Oサポー ト校及び自主研究校における研究実践の推

進

① 学力向上プログラムサポー ト事業 (中能登中学

校 )

。県学校指導課の西 和美マネジメン トサポータ

ーが,定期的にサポー ト校 (中能登中学校)を
訪問し,授業や生徒の生活態度等を観察し,指
導・助言をして頂く。

・町内4小中学校での学力向上連携協議会を定期

的に開催 し,各校の取組状況を報告し合い,西
和美マネジメン トサポーターから指導・助言を

して頂く。

② 理科教育設備整備費事業 (鹿島小学校,鳥屋小学

校 )

。理科アシスタン トを活用 し,観察・実験活動の充

実を図る。

・観察 。実験活動の安全を図る。

【成果】
。中能登中学校では,管理職や各主任

が客観的に取組状況を把握 しなが

ら,具体的な改善策を検討すること

ができた。

・町内4小中学校の取組状況を共有

し合 うことで,自 校の指導改善に活

かすことができた。

。理科教育設備整備費事業について

は,鹿島小学校,鳥屋小学校の理科

教材等の整備も含め,観察。実験活

動に有効であつた。

【今後の方向性】

・学力向上プログラムサポー ト事業

は,平成 30年度からの事業であ

る。今後も町内4小中学校での学力

向上連携協議会も継続 して開催 し

ていきたい。各校のよい取組を他の

学校にも広めていきたい。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
１
）
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

O小学校における外国語活動の充実及び中学校にお

ける姉妹提携校との相互交流による英語教育の拡充

①ALT※ 1(外
国語指導助手)の各小中学校への常時配

置

鹿西小 :ブ ジタニー  鳥屋小 :テ ィラー

鹿島小 :ウ ォルター  中能登中 :コ ナー

②町指定英語教育推進事業

中能登町外国語教育研修会

日時 :平成 31年 1月 23日 (水 )

場所 :〔午前〕中能登中学校・〔午後〕鹿西小学校

講師 :愛知県立大学 池田周准教授

内容 :研究授業及び研修会
・小中学校の外国語教育で育成する資質 。能力
・小学校 「外国語活動」「外国語」の移行期間で

目指したいこと

一新学習指導要領の理解と新教材の活用一

③中能登中と台湾成功國民中との交流

日時 :平成 30年 12月 14日 (金 )

9:45～ 10:50
場所 :中能登中学校 ランチルーム

内容 :台湾成功國民中の創立記念 日の交流

中学 1年生台湾交流歌 「水利の父」合唱

O学力調査の実施と活用

1)小学校における町テス トの実施 (国語 。算数 )

第 1回 8月 31日  2年～6年生

第 2回 1月 11日  1年～6年生

2)中学校における英語力調査

・GTEC※ 3での4技能調査実施

中学 2・ 3年生全員対象
10月 31日 …話す
11月 1日 …聞く 。読む・書く

。英語検定の実施  年間 3回
5月 (2年全員 )

10月 (希望者 )

1月 (1年全,希望者 )

受験者数 :延べ 310名  合格者数 :延べ 267

名

2級 1名 準 2級 2名 3級 46名

4級 28名 5級 190名

(全校生徒数 508名 中)

【成果】

・ALT※ 1が
常駐することで,児童 。生

徒のネイティブの英語に触れる機

会が増し,外国語への慣れ親 しみや

学習効果を高めることができた。

・研修会では,外国語教育における小

中連携の重要性や移行期に配慮す

べきことへの理解が深まった。

【今後の方向性】

・小学校において,外国語指導への不

安感はあるが,英語専科教員の加配

ゃ IcT※ 2の活用を図り,児童の英語

力向上に反映させていく。

・小中合同研修会や出前授業などを計

画的に実施し,教員の指導力や児童

の興味関心の向上を図つていく。

・ALT※
1が

派遣契約 となったことか

ら,各学校の必要に応 じ,有効性の

ある活用を図つていく。

【成果】

・小学校では,町内一律のテス トを糸睦

続 していることで基礎的な力の定

着を図ることができた。また,町内

の平均と比較することで,自 校の課

題が明確 とな り指導改善に生かす

ことができた。

【今後の方向性】

・ GTEC※ 3調査結果の分析を進め,課
題を明確にしながら授業改善に生

かしていく。

・個人の経年比較をとおし,伸びへの

意欲を高めながら,受験者数及び合

格者数の増加を図つていく。

・2020年度より小学校高学年の英語

科が導入となることから,小学生の

英検受験を働きかけていく。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
２
）
ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進

O地域の豊かな自然や文化 日歴史遺産等の良さを学

ぶための教科の新設及び郷土愛高揚の促進

①総合の時間で史跡,雨の官古墳群,石動山や学校周

辺の歴史文化遺産の見学
。鳥屋小学校 5月 ～6月 校区環境調査  (6年 )

5月 25日  田植え体験   (5年 )

10月 16日  稲刈 り体験  (5年 )

・鹿西小学校 9月 26日  雨の宮ク
゛
)―ン広場 (全校 )

5月 15日  田植え体験   (5年 )

9月 20日  稲刈 り体験   (5年 )

10月 15日  脱穀体験   (5年 )

。鹿島小学校 5月 10日  田植え体験   (5年 )

9月 26日  稲刈 り体験   (5年 )

9月 28日  サツマイモほり体験 (2年 )

10月 20日  石動山森づくり (6年)

。中能登中学校 4月 26日  眉丈台   (3年 )

古墳公園   (1年 )

② 「中能登町子どもふるさと検定」の実施

・小学 5年生対象

・実施 日 11月 14日

・受験者 173名 ,合格者数 149名

・合格率  (86.1%)
③社会科副読本の活用 (小学3,4年生対象)

『わたしたちの中能登町』

『わたしたちの中能登町 資料編』

(文化財,名 所,観光地等掲載)

【成果】

・ふるさとの豊かな自然の観察や歴史

文化遺産の見学,ふるさと検定等を

通して,町のよさを再認識 し,愛着

を育むことができた。

【今後の方向性】
。平成 30年度の合格率は 90,0%に届

かなかったが,今後も高い合格率を

維持するように努めていきたい。平

成 27年度に作成した社会科副読本

を活用するとともに,歴史文化遺産

の見学や中能登町の産業等につい

ても理解を促 し,郷土・故郷への愛

着がよリー層深められるように「ふ

るさと検定」を継続していきたい。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
３
）
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
む
教
育
活
動
の
充
実

【学びの約束】4か条

1 授業のあいさつは,姿勢を正し元気よく。

2 ベル学をする。 (チャイムで授業開始)

3 積極的に学び合いをする。

4 学習環境を整える。

O児童活動及び生徒会活動の重視
。中能登中学校～中能登中スタイル 【学びの約束】

4 の および定

員 の 日 部活動紹 ,生徒総会 ,

学級紹介,校内陸上・球技大会,募金活動 ,

全校レクリエーション,平和集会,学校祭 ,

校内百人一首大会

O心に響 く学校行事や各種体験活動 Bボランティア

活動への積極的な取組み

①平和集会
。実施 日 8月 6日

・内 容 紙で木の葉をつくり全校生徒に配付 し,

一人一人が平和へのメッセージを葉に書
いた。全校生徒のメッセージを書いた葉
で大きな木を作成 した。

③ わく 。ワーク職場体験活動
。実施 日 6月 27日 ～29日

・参加者 中能登中学校 2年生 179名

0い じめ,非行,不登校へのきめ細やかな指導及び携

帯電話やスマー トフォン等の使用への適切な対応

①非行・被害防止講座
。ネットトラブルやいじめ,盗み等,児童生徒の身

の回 りにありがちな事例から,現状及び未然防止

の方法について保護者・児童生徒・教職員を対象

に実施した。

1)鹿西小学校 2月 15日  わ卜による被害防止

2)鳥屋小学校 2月 27日  情報モラル教室

3)鹿島小学校 2月 27日  不審者対応

4)中 能登中学校 6月 22日  非行・被害の未然防止

②薬物乱用防止教室
。薬剤師や保健師等から,薬物・喫煙・アルコール飲酒

が,い身に及ばす被害について,科学的根拠に基づ

いた講義を受けた。

1)鹿西小学校 12月 12日  学校薬剤師

2)′鳥屋小学校 H月 6日 保健所職員

3)鹿島小学校 12月 6日  保健所職員

4)中 能登中学校 5月 14日 学校薬剤師

【成果】
。自分たちの力で自分たちの学校を作

り上げていこうとする主体的な行

動が見られるようになってきた。

【今後の方向性】
。中能登中学校 と小学校とが連携 し

て,小学校児童会活動の活性化を図

るため,交流を行つていきたい。

【成果】
。戦争や平和に対する関心や理解を深

め,平和な未来を築くために,今す
べきことを考えることができた。

【今後の方向性】
。大切な活動であり,今後も継続して

いく。

【成果】

・非行・被害防止講座では,指導主事

や警察署の生活安全課職員より,各

学校の必要に応 じた講座が実施さ

れた。テーマ別懇談会や紙芝居を基

にした意見交換など,参加者の積極

的な姿勢が見てとれ好評だつた。

・講師がパワーポイン トや映像等の視

聴覚機器を使って,薬物などの危険

性や依存性について分かりやす く

説明し,児童生徒 もよく理解でき

た。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
３
）
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
む
教
育
活
動
の
充
実

③いじめ問題への取組
。いじめ対応ア ドバイザー派遣事業を積極的に活用

し,小学校に派遣 した。

1)鹿西小学校  12月 6日

2)′鳥屋小学校  7月 30日

3)鹿 島小学校  8月 20日

4)中能登中学校 7月 24日
。「いじめを見逃さない学校づくり推進事業」では,

いじめ問題対策チーム,個別案件姑応班,児童会・

生徒会の自主的活動,い じめアンケー ト調査,教育

相談体制の整備などの取組を行つた。

・平成 26年 9月 19日 に中能登町いじめ問題対策連

絡協議会条例及び中能登町いじめ防止基本方針を

制定
。中能登町いじめ問題対策連絡協議会

平成 31年 2月 22日

④ 非行 (暴力)の防止と取組

・積極的に関係機関と連携 し,多様化する非行の現状

を踏まえ犯罪被害の防止 と健全育成対策を進め

る。

⑤不登校児童生徒への対策 と取組

・不登校傾向の状況を日頃の児童生徒の観察を通し

て把握し,早期に適切な対応が取れるようにした。

・カウンセラー派遣事業や個別指導,別室指導を実施

している。

⑥ネットの諸問題への取組

・ネット被害防止 指導資料 (CD),資料 「親子のホ

ッとネット大作戦」等を活用した。

・いじめ対応ア ドバイザー派遣事業で

は,各学校の児童生徒の実態に応 じ

た事案内容で実施 し,い じめの早期

発見や教師の未然防止意識の向上

につながった。

また,「いじめを見逃さない学校づ

くり推進事業」では,い ろいろな立

場や場面からいじめを発見し,迅速

な対応ができている。いじめ事案に

ついて管理職を中心に学校全体で

取り組む体制ができてきている。

・いじめ問題対策連絡協議会を 1回開

催 した。生徒指導担当者からの事例

に対し,法務局や児童相談所各関係

機関からの指導を受けた。問題を共

有することで,具体的に対応を図る

ことができた。

・関係機関と連携 した非行防止に努め

た。生徒指導は落ち着いてきた。

・不登校者数は小中併せて 19名 で,

一人ひとりに応 じた支援を継続 し

ていく。

【今後の方向性】
。いじめ,非行,不登校封策については

継続 して事業を実施 してく。学校だ

けでは解決 が困難なケースでは

ssw※
4を

活用 し,対応 していく。

・携帯電話やスマー トフォンなど情報

機器等の児童生徒の利用について

は,家庭 と連携 した 「なかのとネ ッ

トマナー」に取 り組んでいく。また,

ネット被害予防のための研修会,勉

強会の場をもつよう努めたい。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
３
）
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
む
教
育
活
動
の
充
実

O石川県教育委員会指定
。いしかわ道徳教育推進事業

・鹿島小学校公開授業研究会

1)研究主題

主体的に考え,学び合い,深める児童の育成

～多面的 。多角的に考えるための指導の工夫～

2)実施 日 10月 3日

3)場 所 鹿島小学校

4)内 容 研究概要説明,授業,分科会 ,

全体会,講演会

0中能登町教育委員会指定

①外国語教育実践推進事業

・鳥屋小学校公開授業研究会

1)研究主題

関わり合い,学びを深め合 う児童をめざして

～コミュニケーションの充実を～

2)実施 日 10月 12日

3)場 所 鳥屋小学校

4)内 容 公開授業 IoⅡ ,全体会,分科会

②学力向上実践推進事業

1)研究主題

『学習と自分を結び,共に学び合いながら学習を深

めていく生徒の育成』

～学力向上ロー ドマップの活用を通して～

2)実施日 2月 13日

3)場 所 中能登中学校

4)内 容 公開授業 (英語・数学 。道徳),全体

会

0キヤリア教育の推進

①土曜授業 「中能登しごと館」

1)実施 日 11月 11日

2)場 所 中能登中学校

3)受講者 中学 1～ 3年生 (506人 )

4)内 容 保護者・地域の方々 (約 50名 )が,37
のブースを設けて各職種についての説明や体験

活動を行 う。

【成果】
。学校ごとに研究主題のテーマに迫る

ように研究を進め,取組の成果を発

表する場として研究発表会を実施

し,定期的に取組の検証を行つてき

た。道徳教育の推進や児童生徒の良

好な人間関係づくりに取り組むこ

とができた。

【今後の方向性】
。いしかわ道徳教育推進事業について

は,中能登中学校が取り組む予定で

ある。「特別の教科」道徳の推進校

としての役割を担 うよう引き続き

実施していきたい。

【成果】
。公開授業等をとおして,効果的な

ALTや電子黒板等の活用方法につい

て共通理解を図ることができた。

【今後の方向性】
命令和 2年度から新学習指導要領の全

面実施に向けて,外国語科及び外国

語活動の時数増 と指導内容の質の

向上を図つていきたい。

【成果】

・中能登中学校PTAの牽引により,

地域の方々を巻き込んだ「中能登し

ごと館」を開催することができた。

【今後の方向性】
。「中能登しごと館」を今後も継続し

て開催し,キャリア教育を推進する

とともに生徒の学ぶ意欲の向上を

図っていく。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
３
）
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
む
教
育
活
動
の
充
実

O中能登町こども議会の開催 (第 2回 )

1)開催 目的

1.将来の中能登町を担 う子どもたちが,自 分の

町の姿をよく見つめ,1医適で住みよいまちづくりの

ため,町に対する自分の夢や希望を提言することに

より,子 どもの町政への関心を高めることができる

ようイこする。

2,行政や議会の仕組みを学ぶことをとおし,政

治を身近に感 じるとともに,ま ちづくりに進んで参

画しようとする意欲を高めることができるように

する。

2)開催 日 平成 30年 12月 10日 (月 )

1 3口寺30ノ刀かヽら15日寺30/刀＼

3)場 所 中能登町議会本会議場 大会議室

福祉センター第 2研修室

4)参加者 中能登町立小学校 6年生

鳥屋小学校 (2ク ラス)

鹿島小学校 (2ク ラス)

鹿西小学校 (1ク ラス)

(こ ども議長 1名  こども議員 14名 )

5)内 容

常任委員会と本会議を同時開催 し,町内小学校の

6年生がクラスごとに,本会議,常任委員会を巡

回し,小学生全員が議場及び委員会の体験をする。

[委員会]教 育民生常任委員会 (福祉センター第

2研修室 委員 6名 と児童 1ク ラス),総務建設

常任委員会 (大会議室 委員 6名 と児童 1ク ラ

ス)に分かれ,常任委員会を開催する。

議会の仕組み及び委員会の役割の説明のあと,子

どもたちからの議会の仕組みや議員の役割につ

いての質問をとおし,子 どもたちと議員 との交流

を行 う。

(参加者〉各常任委員会の議員,議会事務局,教

育委員会事務局

[議場]本 会議場で児童は議員席 と傍聴席に分

かれ,町執行部席には町長,副町長,教育長,課
長が着座 し,現在頑張つていることや町に対する

夢や希望をクラスの代表者が発表 し,町長及び教

育長が回答するという方法で行 う。

各クラス代表 14名一般質問

(参加者)議 場

(小学生)各クラス代表 14名 (議長席 1,質

問席 1,議席 12)
(町執行部)町長,副町長,教育長,課長

傍聴席 議会議員,教育委員,小学生児童

【成果】

・昨年に引き続きこども議会の開催を

した。

議場では,児童の}兄在頑張つてい

ることや,町に対する夢や希望をク

ラスの代表者が発表し,提木安型の一

般質問となった。

常任委員会では,小学生と議員 と

の交流があつた。

町立 3小学校の 6年生全員が貴重

な体験をすることができた。

また,役場執行部や議会にとつても

意識改革につながったものと思わ

オ化る。

【今後の方向性】

今後も継続し開催 し,町政への関心

とまちづくりに進んで参画する意欲

を高めていく。

今年度は,小学生が対象であった

が,今後また,どのように継続 してい

くか検討 していきたい。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
４
）
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

O活動費の助成や大会派遣への支援体制の強化

①中学校体育連盟が主催する大会 (10割補助),こ れに

準ずる大会も(10割補助)に ,派遣費補助を実施した。

②石川県大会は参加費等及び交通費の補助を実施

③小学生のスポーツ活動では,石川県小学生陸上競技

大会,鹿島郡小学生陸上競技大会,い しかわっ子駅伝

交流大会などの参加費等補助を実施した。

【成果】

・中学校では運動部活動指導の工夫改

善支援事業を積極的に取 り入れ,町

独 自のコーチ派遣事業と合わせ,ス

ポーツの振興に取 り組んだ。全国大

会に参加 した種 目は,弓道女子団

体,ソ フ ト>ニ ス男子団体,柔道男

子個人,女子団体と個人だつた。

【今後の方向性】
。平成 29年度から,準ずる大会も 10

割補助 とな り,ま た,練習試合や中

体連以外の大会や錬成会,練習試合

等へも5割補助やスクールバスの空

き時間を活用するなど,今後も継続

して支援をしていきたい。

（
５
）
安
全
安
心
な
学
校
づ
く
り

O交通安全意識の高揚と実践

①ヘルメント助成
。中学校入学時に新 1年生申請者にヘルメット購入

費の全額を補助 (助成生徒数 128人 )

②通学路の緊急合同点検の実施
。小学校では通学路の安全点検や,児童に対して通学

体験などを指導。「中能登町通学路安全プログラ

ム」 (町ホームページを参照)に基づき公表した。

③見守 り隊などボランティア活動の実施

・街頭指導,児童の登下校の見守 り,校区内の夜間巡

視など,各小学校 PTAと 連携をとり通学の恒常的な

安全確保に努めた

④交通安全教室の実施
。小学校,中学校で年度初めに七尾警察署安全課職員

及び地元駐在所所長を講師に交通安全教室を実施

した。 とくに小学校は低学年 と高学年に分けて実

力泊E。

【成果】

・中学校では区域に関係なく自転車通

学を認めているため,従来から入学

時,新 1年生申請者にヘルメットを

配布 ,ま た交通安全教室を開催する

などして交通事故防止に取 り組ん

だ。

・小学校では,関係機関と連携 し通学

路の安全点検を実施 し危険個所の

改善に取 り組んだ。
。「中能登町通学路安全プログラム」

が策定されたことにより関係機関

との連携 も確立 され危険個所改善

が早くなった。

・新学期 ,最初の全校集会等で見守 り

隊な どボランテ ィア との対面式や

学年末の全校集会等で交流 を図 る

な ど,児童たちに見守 り隊の存在 を

知ってもらうことができた。

【今後の方向性】

・関係機関と連携し,危険個所の改善,

交通安全教室を実施するなど,今後

も事業を継続していく。



項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
５
）
安
全
安
心
な
学
校
づ
く
り

O地震や洪水など天災発生時の避難誘導

①教頭会での避難対策打合せ実施

・各学校で年度初めに計画された防災計画に基づい

て,年間 2回から3日程度の避難訓練を実施

②実践的防災教育の実施と取組

・鹿島小学校

1)4′手PTCA※ 5 6月 30日

「家族でしつかり考えよう !(防災のこと)」

講演会,新聞紙でスリッパづくり
。中能登中学校で 「防災体験学習ユニット」を実施

(広域斜面危険度判定システム研究会 ,

石川県土本部砂防課,中能登土木総合事務所)

1)基本学習 ドローン体験

2)体験学習 1 扇状地・砂防施設の調査 (空撮 )

3)体験学習 2 道の駅調査,集中豪雨体験

4)ハザー ドマンプ作 り

5)行政との意見交換

O火災や原発事故などへの適切な対応

①避難訓練の実施

・避難訓練の実施必須化に伴い,各学校において

年間 2回から3回程度の学校独自の訓練を実施

した。

・」アラー ト※6訓
練やシェイクアウトいしかわ等 ,

県・町防災訓練等にも積極的に参加 した。

O防犯教室の実施

・各小中学校において 1回から2回実施した。

【成果】

・学校防災ア ドバイザーの指導助言か

ら,避難訓練が実のある情報提供や

定期的に振 り返 り,考 える機会とな

るよう検証 と改善を繰 り返す必要

性を確認できた。

【今後の方向性】

・防災力・生きる力をもつた次世代の

育成の視点から,防災教育に取り組

んでいく。

・児童引き渡しの基準や具体的手順の

確立,放送に頼 らない訓練方法等も

検討 していく。

【成果】

・各校で継続して避難訓練を実施する

ことができた。また,危機管理マニ

ュアルの見直しを行った。

【今後の方向性】
。本町は,災害が比較的,少ないため,

防災意識が低い傾向にある。津波に

ついても,将来的には知識や判断が

必要となってくる。防災教育を工夫

しながら継続 して,避難訓練を実践

していく必要がある。

【成果】

・防犯教室では不審者を想定した避難

訓練及び防犯の講話などを実施し

た。

【今後の方向性】
。実際に不審者等に出会つたときに身

を守れるよう,ま た,未然防止でき

るよう今後も継続して実施する。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（６
）
特
別
支
援
教
育
の
充
実

O未就学児及び在学児童生徒の相談などの実施

①県教育相談   6月 14口

②県就学相談   10月 19日

③町就学相談   8月 21日

10月 26 日

④教育支援委員会 12月  3日
未就学児,在籍児童及び生徒

⑤各小中学校において専門相談の実施

O特別支援学級の充実

①各小中学校に支援員配置

②特別支援教育研修会
。実施 日 4月 13日

・場 所 各小中学校

`対象者 支援員

特別支援教育研修会
。実―施 日 6月 1日 ,12日 , 7月 5日

・場 所 各小中学校

・対象者 支援員

特別支援教育研修会
。実施 口 8月 7日

・場 所 ラピア鹿島 研修室

・対象者 町立小中学校教職員

教育講演会
。実施 日 12月 26日

・場 所 ラピア鹿島 アイジスホール

・対象者 町立小中学校教職員,支援員他

③保育園訪問

・年間 3回～4回 町内保育園を訪問

・夏休み期間等,町内保育園を小学校教諭と訪問

④年中児訪問

1月 から2月 にかけ,町内保育園を訪問

【成果】

・教育相談や就学相談を実施すること

ができ,保護者の方の相談に対応す

ることができた。

【今後の方向性】

・気軽に相談できる場であることを周

知し,今後も相談会の開催を継続し

ていきたい。

【成果】

・支援員を配置することで,個 々に応

じた支援が行われた。

・支援員を対象に研修会を開催 した。

・小中学校教職員を対象に,特別支援

教育に関する研修会を開催 した。

・保育園訪問を通 して,ス ムーズな小

学校児童の受入れができた。

【今後の方向性】

・保育園,小 中学校の連携を今後も継

続していきたい。

・平成 27年度から,保健センターを中

心に年中児訪問を実施している。

・小中学校の教諭を対象に,特別支援

についての研修会を継続していき

たい。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
７
）
教
育
委
員
会
と
学
校
及
び
関
連
機
関
と
の
連
携
し
た
取
組

O教育委員会の学校訪問

1.実施 日

6月 1日  鹿島小学校

6月 6日  中能登中学校

6月 13日  J鳥屋小学校

7月 4日  鹿西小学校

2.内容

(1)授業づくり

① 「目標・ねらい」の明確な工夫について

② 「まとめ・振 り返 り」の工夫について

(2)ICT※
2の活用

(3)支援員との連携

【成果】

・計画訪問 Aに合わせて,各小中学校

の現状を把握することができた。

【今後の方向性】

・計画訪問は A・ BoCあ り,各校年間 3

回,指導主事の訪間を受けている。

計画訪問にあわせて委員会が各校

を複数回訪間することで,具体的な

支援策の検討・提案が可能となる。

今後も継続 していきたいと考えて

いる。

0教育委員による視察

・実施 口 平成 30年 11月 30日 ～12月 1日

教育長,教育委員 (4名 ),事務局 (4名 )

(1)愛知県岡崎市立竜海中学校視察

※Global Colmunication Time授 業参観

(2)愛知県名古屋市重要伝統的建造物群保存地区

(3)有松・鳴海絞会館

【成果】

・岡崎市立竜海中学校では,英語教育

の取組について意見交換できた。

【今後の方向性】

・小学校と中学校との連携を密にし,

小学校の外国語活動 。外国語科から

中学校の英語科へ,子 どもたちがス

ムーズに学習に取 り組めるように

配慮していきたい。



項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
７
）
教
育
委
員
会
と
学
校
及
び
関
連
機
関
と
の
連
携
し
た
取
組

O教育委員会連合会研修参加

①定期総会講演会
。実施 日 5月 15日

・基調講演  「地方から義務教育を動かす」
。講 師 全国中核市教育長会会長

岐阜市教育長 早川 三根夫 氏

②教育委員会セミナー

・実施 日 8月 3日

・演 題
「金沢と芭蕉」

～芭蕉が歩いた金沢に於ける十 日間～

。講 師 文芸評論家・俳文学会員

石川県観光スヘ
°
シャルがイド 山根 公 氏

③研究大会

・実施 日 10月 17日

・基調講演 「本県教育の課題とその対応について」
。講 師 石川県教育委員会教育次長

升屋 和夫 氏

0その他研修参加

①中能登町,七尾市教職員と合同講演会
。実施 日 平成 30年 10月 29日

。演 題
「本県教育の課題 とその対応について」

・講 師 石川県教育委員会

教育長 田中 新太郎 氏

O姉妹都市「紀宝町」学校教職員との交流

紀宝町からの視察訪問

・実施 日 11月 5日 紀宝町 (16名 )

。鹿島小学校学校訪問

※習熟度別少人数授業 (5年・算教科)参観

※中能登町の教育実践や教育設備等について

の情報交換

【成果】

・各講演会,セ ミナーを通して教養を

高めた。

また,田 中新太郎教育長には,中 能

登町,七尾市教職員の合同研修会に

おいて,学校経営の取組について講

演 していただいた。

【今後の方向性】

・教委連の研修,セ ミナーについては

今後とも参加 し,教育委員の研修を

実施 したい。また,教育委員会主催

の講族会等も実施し,見識を広めて

いきたい。

【成果】
。両町の学校教育の方針、内容等につ

いて理解を深めた。

【今後の方向性】
。今後は両町の先生方、児童、生徒と

の交流を更に深めていきたい。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（７
）
教
育
委
員
会
と
学
校
及
び
関
連
機
関
と
の
連
携
し
た
取
り
組
み

O保小連携推進事業

①保小連携推進委員会
。第 1回 5月 22日 (火 )

保小連携のねらいの共通理解

アプローチ・スター トカリキュラムの実施状況
。第 2回 8月 7日 (火 )

保小相互交流の振返 り
。第 3回 2月 5日 (火 )

次年度の保小連携の重点 (継続・改善)

②保小連絡会
。1学期…1年生の授業参観と情報交換

・夏季体業中…年長児の保育参観 と情報交換

・3学期…次年度入学園児の情報交換

新 1年生の学級編成に向けて

③研修会

・保小連携推進研修会 8月 30日 (木 )

講師 :金沢大学教授 松本謙一 氏

「子どもの発達や学びをつなぐ」

・保育園職員研修会 1月 5日 (土 )

講師 :(株)ゆ う地域支援事業園 町村順子 氏
「幼児期の発達の理解と専門職としての支援」

④行事参加

・運動会 (かざぐるま取り)

。年長児授業体験
。年長児ようこそ集会 (新 1年生を迎える会)

【成果】

・カリキュラム作成と実施,相互訪問 ,

合同研修会等を通し,保小の連携意

識が高まつた。

・年長児授業体験では,小学校の授業

スタイルを経験することで,園児の

学校生活への期待感や学習への意

欲向上につながつた。

・保小連絡会で行 う参観後の情報交換

は,子 どもやその保護者の理解につ

ながり,保育や指導上の重要な示唆

となった。
。大学講師による講演では,子 どもの

発達を踏まえた接続の在 り方につ

いて専門的な示唆を受けることが

でき,連携推進の参考となった。

【今後の方向性】
。年度替わりの担当者変更により,連

携意識もリセットされる傾向があ

ることから,組織体制を見直し,引

き継ぎの確実性を高めていく。

・保小,小小交流を継続 し,連携のね

らいを共有しながら,有効性,必要

性のある取組みを推進していく。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（３
）
学
校
と
家
庭
と
地
域
の
連
携
強
化

O学校行事や学校生活についての情報公開,行事等

の地域住民への参加呼びかけ

①ケーブル>レビ (な かのとチャンネル)放送
。こども通信

各小中学校の取組等を紹介
。なかのとスペシャル

②広報掲載

・毎月発行の町広報に掲載

・ホームページ掲載

【成果】

・学校行事や授業,活動などの取り組

みについてケーブルテ レビで番組

枠を設けて放送した。広報,ホーム

ページなどを利用 し,保護者だけで

なく地域住民への情報提供を行 う

ことができた。

【今後の方向性】

・工夫しながら,継続して情報発信に

努める必要がある。

（
９
）
中
能
登
ら
し
い
学
校
教
育
の
推
進

O区域外通学の弾力的運用

①中能登町立学校通学区域規則の一部改正
。平成 24年度施行

②中能登中学校への区域外就学生徒数
。1年生 5人,2年生 12人 ,3年生 6人

O環境教育の充実

①児童環境学習活動キックオフミーティング

・実施 日 5月 13日

・参加者 鹿島小学校,鳥屋小学校,鹿西小学校

6年生 合計 6名参力日

【成果】

・通学区域規則を一部改正し,区域外

通学の弾力的な運用を実施した。そ

の結果,児童生徒の希望する特徴の

ある学校への進学がみられた。

【今後の方向性】
。今後は町域内外においても弾力的に

運用していきたい。

【成果】

・児童環境学習発表会も 10回 目の開

催となり,児童の環境活動への取組

が定着し,地域を巻き込んだ活動が

できた。

【今後の方向性】

・環境を学ぶ学習姿勢は,今後も重

要と考えられ,継続して児童に環

境を守ることの姿勢を学ばせたい。

また,環境を通して,生命の尊厳を

教えていく。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
側
）
夢
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
事
業

O夢プロジェク ト活動事業

①準備会議 (1回 ),実行委員会 (2回 ),推進会議 (4

回)を開催し,事業推進の為に組織や活動について

の意見交換,活動計画の提案,活動事業を承認し実

施した。

②取組の重点 (3本柱)

。小学校 :学習,ふれあい,運動
。中学校 :勉強 (学力向上),生徒会活動,部活動

③長期展望 (3期 にわたる取り組み)

。第 I期 開校を飾る (助走)

。第Ⅱ期 一気に急上昇 (ハイジャンプ)

。第Ⅲ期 県下に名高い中学校 (充実発展)

④推進組織 (専門部会)

・ふれあい部会,学力向上部会,部活動運動部会,生徒

会部会,PTA部会,生活指導部会

※各専門部会ごとに活動計画を立案し年間計画を

立て,夢プロジェク ト構想達成のために実践活動

を推進する。

【成果】

・夢プロジェクト第Ⅲ期 2年 目,総ま

とめの 3年間に向けて,活動も充実

し,学校。家庭・教育委員会・体育協

会等が一体となって取り組んだ。

【今後の方向性】
。平成 29年度からの 3年間は,総仕上

げとなる第Ⅲ期 となるため,町内企

小中学校の充実発展 と,併せて 「教

育の町 中能登」を具現化するよう

取 りまとめていく。

（
１１
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
推
進
事
業

O学校 ICT※ 2機器整備事業

①統合教育基盤整備及びネットワーク分離業務

40,982,000円

②中学校生徒用デスクトップパソコン  41台更新

③中学校教師用ノートパソコン     60台 更新

OIcT※ 2活用推進事業

①校務支援ソフトコミュニケーションツール導入

② ICT活用教 育支援 ソフ トウェア導入 (SKYhIENU)

③小学校教材ソフトウェア導入 (キ ューブきつず)

⑤ 小中学校 ICT※ 2支援員配置 (月 2日 )

【成果】

・各学校に配置していた校務系サーバ

ーを統合教育基盤に集約し,一元管

理を行うことにより,情報漏洩リス

ク,運用負担の軽減が図られた。校

務系,生徒系のネットワーク分離に

より,イ ンターネット接続環境の強

化につながった。

【今後の方向性】

・電子黒板の更新を平成 30年度から

予定 していたが,財政状況厳 しい

折,令和 2年度以降に先廷ばしとな

った。
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2 学校施設 日設備の整備充実

項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
１
）
学
校
整
備
事
業

O事業の概要

1.鳥屋小学校

・工事名 平成 30年度鳥屋小学校

所

期

費

容

事

場

工

工

内

防犯カメラ設置工事

中能登町末坂ナ部 7番地

8月 14日 ～9月 28日

2,689,200円

(1)防水暗視カメラ 14台
40イ ンチ冴 レビモニター 1台
テ レビインターホン 1台

2.鹿西小学校

・工事名 平成 30年度鹿西小学校

防犯カメラ設置工事

・場 所 中能登町能登部下 110部 20番地
。工 期 8月 14日 ～9月 28日

・工事費 1,998,000円
・内 容

(1)防水暗視カメラ 10台
40イ ンチテレビモニター 1台
テレビインターホン 1台

【成果】
。鳥屋小学校及び鹿西小学校の防犯カ

メラ設置工事が完了,職員玄関のオ

ー トロックエ事も完了し,安全安心

な学校設備が充実した。

【今後の方向性】
。すべての小中学校に防犯カメラ設

置,職員玄関のオー トロックも設置

されたので,安全安心な学校設備整

備を継続していきたい。
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3 文化財

項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
１
）
文
化
財
保
護
事
業

O伝統的建造物群保存対策事業

①伝統的建造物群保存対策調査委員会の設立及び

開催

(4月 23日 設立,lo月 16日 ,3月 18日 )

②各部会の開催

○建築部会

伝統的建造物群保存対象家屋 25件を調査 し

た。社寺を 10件調査 した。

O町づくり部会

部会を 4回開催。現地調査をのべ 8回実施

○歴史考証部会

部会及び調査を 7回開催,実施。

③能登部上,徳丸,能登部下地区を対象に,伝建

調査委員会町並み部会がワークションプを開催 し

た。 (11月 25日 )

O史跡石動山保存整備事業

宝池院跡実涙1図 をデジタル化 した。

0高畠カタダ ロスギモ ト遺跡発掘調査

民間の開ア九k行為により,埋蔵文化財の影響を及ぼ

す箇所において,発掘調査を実施した。

O指定 日登録文化財の保護
。文化財保護審議会の開催 (1回 )

・指定文化財の保存管理状況の調査 (2回 )

。指定文化財の状況
。指定 。登録文化財 119件

(う ち国指定 5件,県指定 6件,町指定 104件,国
登録 5件 )

。新規登録文化財 (国重要無形民俗文化財 )

鵜様道中の宿保存会

・指定文化財の維持管理助成 (40件 )

【成果】
。重要伝統的建造物群保存地区の選定

に向けて,調査委員会の設立及び委

員会を開催 した。また,各部会もそ

れぞれ開催 した。対象区民の理解を

得るために,ワ ークショップを開催

し,理解を深めた。

【今後の方向性】

・保存対策調査報告書の刊行にむけ,

各部会で原稿を作成するとともに,

調査委員会で全体校正の調整を図

る。

【成果】

・調査報告書の刊行の基礎資料として

遺構図のデジタル化を実施。

【今後の方向性】

・報告書作成に向けて基礎整理を引き

続き実施する。

【成果】

・古墳時代から平安時代の集落跡を検

出した。建物跡や井戸跡等,土師器

5千′点,須恵器 50,点 ,珠洲焼10
点等が出上した。

【今後の方向性】
。高畠カタダ・スギモ ト遺跡の発才屈調

査報告書を刊行する。

【成果】

・保護審議会を開催し,指導及び助言

を得た。

【今後の方向性】
。指定や登録されるべき文化財の調査

研究を進め,文化財の保存と活用が

適切に図られるよう努めたい
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
１
）
文
化
財
保
護
事
業

O指定文化財の説明板設置事業

・町指定建造物滝尾 「日輪舎」(井 田地内)の説明板

設置

O埋蔵文化財の保護
。開発事業との調整協議 (5件 )

・試掘調査,立会い調査 (1件 )

【成果】
。町内外から多くの方々が訪れている

ことから,経年劣化した説明板を新設

した。

【今後の方向性】

・来年度は,指定文化財の最後の説明

板の設置を予定している。

【成果】
。開発事業との調整が図られるように

なり,大規模な開発に対しては,試

掘調査を実施した。

【今後の方向性】
。文化財保護法に基づき,埋蔵文化財

の保護措置を適切に実施していく。

（
２
）
文
化
財
管
理
運
営
事
業

O史跡・文化財施設の管理状況

①石動山
。史跡公園,県営能登歴史公園 (石動山地区)の施

設維持管理,樹木管理,除草作業等の実施

・大宮坊の管理運営 (利用者数 2,032人 )

・石動山資料館の管理運営 (入館者数 768人 )

②雨の宮古墳群

・古墳公園,グ リーン広場の樹木管理及び除草作業

・雨の官能登王墓の館の管理運営

(入館者数 2,530人 )

【成果】

・文化財の保護を図りながら定期的に

除草,樹木管理,公園施設の維持管

理を行なつた。また学校教育,社会

教育の場 として活用することがで

きた。

【今後の方向性】

・さらに史跡の普及・啓発に努めると

ともに,展示施設の利用者増加を図

るため,特別展を実施するほか,外

部団体とも協力していく。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
２
）
文
化
財
管
理
運
営
事
業

O文化財の活用事業

①史跡を訪ねる集い (いするぎウォーク)

開催 日 5月 3日  参加人数 54人
②雨の官古墳まつり (勾玉つくり体験)

開催 日 10月 13日  参加人数 120人
③石動山歴史文化講座

開催日 12月 15日  参加人数 20人
講師・演題 小林 忠雄氏
「山岳宗教にみる都市文化 一石動的の民俗―」

④出前講座 (郷土学習の支援)

・歴史 。文化を知ろう「中能登町の文化財について」

(7件 )

・学校・団体等見学 (10件 )

【成果】

・イベン ト,講座等を通して文化財に

対する理解が深まつたと考えてい

る。出前講座については,年々定着

が図られてきている。

【今後の方向性】

・積極的に事業を実施し,広 く文化財

に対する理解を深め,愛護の精神や

ふるさとに愛着を持っていただけ

るよう引き続き実施していく。
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4 学校給食

項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
「
）
学
校
給
食

0中能登町学校給食センター運営委員会
・学校給食センター運営委員会開催

1)実施 日 2月 25日

2)場 所 中能登町学校給食センター2階会議室

3)委 員 教育長,学校長,PTA会長 ,

学校薬剤師

O学校給食費の第 2子以降無償化

①学校給食費の助成
。中能登町に住所を有し,18歳に達する以後の3月

31日 までの間にある対象児童生徒を 2人以上扶養
している保護者へ助成する。

②助成実績    H29     H30
鳥屋小学校   160人    160人
鹿島小学校   242人    237人
鹿西小学校   107人    H9人
中能登中学校  221人     221人
町外学校    11人     10人

O学校給食費の公会計への移行

平成 30年度から町予算に計上 し,管理・運用を行

う公会計方式への移行のため,学校給食費の徴収管
理システムを導入した。

学校給食費を町会計で受け入れるため,日座の開

設,学校給食費を明記した町口座振替依頼書の印刷

製本をし,保護者への手続きを依頼した。

【成果】

・食の大切さを再認識することができ

た。
・給食費未納世帯に対し,自 宅訪問を

行 う等,収納率アンプにつながつ

た。

【今後の方向性】

・学校給食を通じて食育の充実を更に

目指していきたい。

【成果】
。平成 28年から始まった,第 2子以

降の児童生徒の給食費無償化によ

り,子育て世代への負担軽減に繋が

つた。

【今後の方向性】
。給食費助成制度の周知を図り,対象

児童生徒の保護者全員が申請する

よう呼びかける。

【成果】

学校給食費を町予算に組み入れ,予
算・決算・監査等,町会計ルールに基

づいた管理・運用ができるようになっ

た。

学校給食センターの取 り扱い金融

機関のみで行われていた納入が,町指

定金融機関・町指定取扱金融機関へ納

入することになり,保護者の利便性が

向上した。

学校給食費の未納状況による献立

の調整や業者への支払い遅延の心配

がなくなった。

【今後の方向性】

徴収管理システムの導入等により,

平成 30年度から公会計への移行が完

了した。

今後,学校給食費の徴収管理及び食

材費の支払い等の適正な運用を図つ

ていく
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5 生涯学習の振興

項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
１
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
ラ
ピ
ア
鹿
島
」
の
充
実

O文化芸術活動を通した交流)発表の場とする

①町文化まつりの実施
。実施 日  平成 30年 ■月 2日 (金)～3日 (土 )

。会 場  ラピア鹿島,カルチャーセンター飛翔
。作品展示 37団体,600人
・入場者  約 4,000人

・芸能発表 37団体,268人出演,入場者約 500人
。お茶席  入場者 200人
。講演会  入場者 200人

・将棋大会 参加者 30人

カルチャーセンター飛翔和室

②文化推進事業の実施

・七夕音楽会 約 100名

平成 30年 7月 8日 (日 ) ラピア鹿島

。原爆展 約 447名 (延べ人数 )

平成 30年 9月 1日 (土)～ 17日 (月 )

ふるさと創修館

。自衛隊コンサー ト (航空自衛隊) 約 400名

平成 30年 9月 9日 (日 ) ラピア鹿島

・文化推進特別事業 433名

平成 30年 H月 10日 (土 ) ラピア鹿島

・クリスマスコンサー ト 約 50名

平成 30年 12月 22日 (土) ラピア鹿島

・中能登ふれあいコンサー ト2019 約 200名

平成 31年 2月 10日 (日 ) ラピア鹿島

【成果】

・平成 30年度も昨年並みの作品展示

スペースを確保 し,多 くの方に出展

を依頼することができ,た くさんの

方々に展示品をご覧になつて頂い

た。

玄関には看板やチラシを置き来館者

にわかりやすいよう努めた。

また,芸能発表も継続 して行つた。

今回も開催日を 2日 間として充実あ

るまつりの内容とした関係もあり,

入場者数も大幅に増えた。

【今後の方向性】

・全体的に高齢化が進み,脱退する団

体も増え始めてきた関係から,後継

者の育成及び新規加入促進策を検

討 しなければならない。また,各団

体の事業内容の見直 しも行 うよう

に指導していきたい。

【成果】

・平成 30年度は 6事業を実施 し,約
1,630名 の方が来場 した。今年度は,

1事業が都合により中止 とな り参

加者数が昨年度より減少 した。

・各種事業とも町民の融和が図られ ,

円滑かつ効率的な事業・運営を行 う

ことができ目的を達成 した。

【今後の方向性】
。事業実施にあたつては,実行委員会

で内容を精査し,マ ンネヅ化になら

ないよう創意工夫を凝 らし,多 くの

町民が気軽に文化 。芸術にふれあえ

る空間づくりに努めていきたい。

・31年度は,参加者が多くご来場い

ただけるようPR等広 く発信 して

いきたい。また,少 しでも興味関心

を持ってもらえるように努めたい。

参加者の皆さんに文化・芸術の良さ

を今後も肌で感 じてもらえるよう

行つていきたい。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
１
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

コ
フ
ピ
ア
鹿
島
」

の
充
実

O生涯学習の拠点として施設の充実を図る
。ラピア鹿島の大規模工事を実施 (3年 目)

① ミューズホール移動観覧席制御装置更新

工事費 6,998,400円

工 期 7月 5日 ～10月 31日

② 高圧受電設備改修

工事費 4,644,000円

工 期 6月 12日 ～8月 30日

③ )F常放送設備更新

工事費 4,965,840円

工 期 6月 27日 ～9月 28日

【成果】

・平成 30年度は大規模工事の第 3期

として経年劣化が著 しい設備系の

更新を行った。利用者が快適に使用

できる学習施設の充実が図られた。

【今後の方向性】
。設備系の更新,改修がほぼ終了。今

後も適正な維持管理に努め,町民の

文化芸術活動の拠点施設 としての

環境整備に努めていきたい。

（
２
）
生
涯
学
習
講
座
の
実
施

O住民のニーズを把握 し,学習機会の場を提供する
。生涯学習講座の実施

1)わいわいフェスタ   1回   延べ 35人

2)園 芸講座       4回   延べ 41人

3)健康づくり (夏季)  5回   延べ 99人

4)健康づくり (冬季)  4回   延べ 41人

5)季節の魚をさばこう  3回   延べ 31人

6)手芸講座       4回   延べ 81人

7)パ ステルアー ト    2回   延べ 4人
8)切 り絵で蓬莱作 り   1回   延べ 21人

9)視力向上ヨガ     1回   延べ 21人

Oふるさと学習の充実を図る
。出前講座の実施 (6分類 35講座を設定)

1)認知症シリーズ (長寿介護課)

2)高齢者の健康づくリシリーズ (保健環境課 )

3)町の歴史を知ろう (教育文化課 )

4)交通安全教室 (総務課 )

5)消費者 トラブルの対処法 (企画課)

6)バイオマスメタン発酵施設の紹介 (上下水道課 )

7)夢いつぱいのネバーランド (情報推進課 )

8)生活習慣病予防シリーズ (保健環境課)

9)みんなで介護予防 (長寿介護課 )

10)自 分で守ろう !自 分のからだ (保健環境課)

11)「消防・防災活動」 (総務課)な ど

【成果】
。平成 30年度は,健康に関する講座

を追加 し,日 常生活向けの講座に取

り組んだ。9講座,延べ 24回開催。

延べ 374人が参加。青年層・壮年層

を対象としたが,青年層は子育て世

代も多く,タ ーグットとしては難し

いことが分かった。

【今後の方向性】
。参加者が多い講座を厳選 しながら,

健康志向向け講座の充実 させるこ

と。壮年層が継続 して取り組みが実

施できる日常生活に役立つ講座を

取 り入れる必要がある。

【成果】

・平成 30年度は 74回開催 し,延べ

1,774人が参加 した。1回平均 24名

参力日があつた。年々利用団体が増え

てきており,各種講座で大いに学ぶ

ことができた。

・町内会,女性会,学校など各種団体に

幅広く利用された。特に各地区にあ

る健康サロンの利用が半数以上を

占めた。

【今後の方向性】

・平成 31年度は,住民の生活に影響

のある新たな制度に関する講座に

加え,健康増進を意識 した講座づく

りを目指すなど,住民のニーズに対

応 した講座項 目の見直 しを検討す

る。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
３
）
生
涯
学
習
の
つ
ど
い
の
実
施

O講演!パネル展示,体験コーナーを行い.町民への

周知を行うと同時に,お互いが学びあえる学習機会

の提供を図る。社会教育委員が主体となり,企画及び

運営する。
。「生涯学習のつどい」の開催

1)日  時 平成 31年 2月 16日 (土 )

2)場 所 ラピア鹿島 「アイジスホール」

3)テーマ  「いつまでも学ぶ姿勢をみんなして」

4)展示

・中能登中学校の作品展示
。社会教育団体の活動写真の展示

子ども会連絡協議会,青壮年協議会 ,

女性協議会,実年会,文化協会,体育協会 ,

スポーツ推進委員会
。公民館活動 【花いつぱい運動】写真展示

5)体験コーナー

・切 り絵体験
。勾玉づくり

・カロージング

6)基調講演

◆演 題 人生 100年時代をどう生きる?

◆講 師 杉村 太蔵

(タ レン ト。元衆議院議員)

※閉会前に夢プロジェク ト「標語 。川柳コンクール

賞」表彰式を開催 した。

【成果】

・平成 30年度はテーマを「いつまで

も学ぶ姿勢をみんなして」と設定

し,社会教育団体の活動写真の展

示,町内外の参加者に社会教育団体

の活動を知ってもらうことができ

た。体験コーナーを設け,生涯学習

について学ぶこともできた。

・講演会はユーモアに問いかけなが

ら,説得力もあり,参加者からは聞

くだけでなく自ら考えさせ られる

講演であったなど,勉強は生涯であ

ると認識 させ られたと好評であつ

た。

【今後の方向性】
。事業がマンネ リ化 しないように,基

調講演等の企画・運営を図る。
。今後も生涯学習に役立つ内容の基調

講演会や 自治公民館などの事例報

告等も取り入れ実施 していきたい。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
４
）
公
民
館
活
動
の
充
実

O各自治公民館の活動を基盤とする
。自治公民館活動への助成 (59地 区)

【活動内容】

各種レクリェーション大会,夏祭り,盆踊り,防
災訓練,納涼祭,環境美化,地区行事等

。広域自治公民館振興事業 (2地 区)

l①
三世代交流納涼祭

1)実施 日 平成 30年 8月 12日 (日 )

2)団体名 新庄区・十九日区 。在江区

3)参加者 500名
4)内 容 旧町の区域を越えた隣接地区の住民が

一堂に会 し,合同納涼祭を実施 した。

この事業により,融和と親睦が図られ

た。

②落語寄席

1)実施 日

2)団体名

3)参力日者

4)内 容

平成 30年 12月 2日 (日 )

黒氏区 。一青区

75名

伝統文化合同行事の参加率も減少 して

きた中,こ の事業により融和 と親陸を

深めることができた。

O活動を通 じさらなる連帯感を養い,地域のリーダ

ー育成を図る

①花いっぱい運動

・春の花いっぱい運動

1)実施 日 平成 30年 5月 27日 (日 )

2)植 栽 サルビア    2,294鉢
マ ジーゴール ド 2,304鉢
マツバボタン  2,264鉢
ベコニア   2,254鉢

・秋の花いっぱい運動

1)実施 日 平成 30年 10月 28日 (日 )

2)植 栽 パンジー    2,096鉢
ビオラ     2,106鉢
チューリップ球根 (赤 。白)

各 1,105球

(黄 )

1,115球

(つヒ)

1,055球

・花壇づくリパネル展示 (生涯学習のつどい)

1)実施 日 平成 31年 2月 16日 (上 )

2)会 場 ラピア鹿島

【成果】

・地区住民が連帯し自主的に事業を企

画,実施することにより,自 治意識

の高揚を図り,住民相互の連帯感を

醸成し,地域の活性化の促進を図る

ことができた。自治公民館が複数で

事業を展開することにより,各 自治

公民館の生涯学習全般にわたる活

発な活動を促進 し,当該地域が本来

持つ力を再生や地域の活性化 と連

携強化を図ることができた。2地区

で本年度も実施 したが,それぞれに

事業目的どお りの成果がでた。

【今後の方向性】

・平成 31年度においては,広域自治

公民館振興事業の継続的推進を図

るとともに,補助金の有効活用への

助言等,各 自治公民館の自主的活動

の充実を図る。

【成果】

・心豊かな生活環境づくりを推進する

運動の一環 として行っている町民

手づくりによる「花いっぱい運動」

だが,平成 30年度も実施し,多 く

の地区で運動を展開した。町・地域

全体の環境美化が図られた。

・各地区で実施 した花いつぱい運動の

花壇づくりを撮影 し,生涯学習のつ

どいにて,パネル展示を行つた。多

くの町民に乗境美化活動を知つて

もらった。

【今後の方向性】

・花いっぱい運動が定着してきている

が,更 に町内一円の環境美化を推進

するとともに,地域が自主的に季節

を問わず行 う運動となるよう,こ れ

まで春・秋に町より配布を行つてい

た花苗,種 (球根)については,平
成 31年度より公民館活動事業の補

助金対象とし,自 主的活動につなが

るよう地域で購入 していただくこ

ととする。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
４
）
公
民
館
活
動
の
充
実

②各種団体への助成
。中能登町文化協会

会員相互の学術技芸の習得意欲の向上と,地域社会

の文化向上に寄与する。

1)町補助金 2,750,000円

2)事業内容

◆年 2回の文化だより発刊

◆文化まつ りの開催

◆町事業への参力日協賛

◆県庁ロビーコンサー トヘの参力日

。中能登町子ども会連絡協議会

1)町補助金 800,000円

2)事業内容

◆全国子 ども会安全会への加入

◆各地区育成費の助成

◆リーダー研修会

◆秋・冬各種球技大会

(グ ラウン ドゴルフ大会,ボウリング大会)

【成果】

・文化協会活動では,それぞれの団体

が,発表会やボランティア活動等に

積極的に参加 し,地域文化の向上が

図られた。また,平成 30年度も活

動発表 として文化まつ りの会場で

発表会を開催 した。団体においては

1年間の実績を発表し,町民は楽し

いひと時を過ごせた。

【今後の方向性】
。文化協会の各種団体への加入状況が

減少傾向にあるため,広報誌等を活

用 し入会案内を行い,加入促進を図

っていく。平成 31年度については

益々の学術技芸を磨きあげていき

たいと考えている。

【成果】

・各行事において子ども達の交流を進

めることができ,子 ども達の自主性

を育む活動ができた。各行事,保護

者の協力もあり,運営等スムーズに

行 うことができ,事業計画どおり終

えることができた。

【今後の方向性】

・今後も色々な行事を通し,子 ども達

が社会性や自律心を育めるよう,子

ども達に活動の場を提供 していき

たいと考えている。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
４
）
公
民
館
活
動
の
充
実

。中能登町実年会

町実年層の親睦と融和を図 りつつ,そ の教養を高め

より良い町づくりの推進に寄与する。

1)町補助金 350,000円

2)事業内容

◆町内美化活動の実施

◆春・秋交通安全街頭指導

◆ 「中能登町実年会だより」の発行

◆バス視察研修 (七尾市方面)

◆県政出前講座の開催

(災害時のボランティア活動 )

◆グラン ドゴルフ大会

◆町長 と語る会

◆ボウリング大会

。中能登町青壮年協議会

町内青壮年の親睦,交流を図り,青壮年層の活性化

に資することを目的とする。

1)町補助金額 300,000円

2)事業内容

◆春・秋交通安全街頭指導

◆春・秋花いつぱい運動参加

◆町民地区対抗ソフ トボール大会

◆町祭協賛事業 (町祭,清掃ボランティア)

◆なかのとハロウィン共催事業

◆恋活事業 (ハ ロウィン de恋パ )

◆や じきた祭 り

◆活動写真展示 (生涯学習のつどい)

◆町長 と語る会

【成果】

・会員数の減少が続く中,継続し活動

することにより参力日者を集め,町実

年層の親睦と融和を図ることがで

きた。

・実年会だよりの発行により町民にど

のような活動をしているか周知す

ることができた。

【今後の方向性】
。平成 30年度町実年会は鳥屋地区か

ら3団体,鹿西地区から1団体の計 4

団体 と会員数の減少が継続 してい

る。

今後は,加入団体が減少 しないよう継

続するためには何をすべきか。また,

実年会 として町のために,どのような

行動が必要なのか事業内容の見直 し

が必要である。

【成果】
。若者の定住,出会いの場の創出,多

くの人の交流を目的として様々な

事業を行つた。

・6月 に開催 した町民地区対抗ソフ ト

ボール大会では 15地区の参加があ

り,多 くの若者の交流の場 となっ

た。

・恋活事業では,ハ ロウィン事業の主

催である町商工会青年部 と共同で

企画開催を行つたことで,新 しい企

画が取り入れられたことと,参加者

の募集の範囲が広がり良かつた。企

画者側の親陸・交流にも繋がつた。

【今後の方向性】

・平成 30年度の総会案内時に未加入

の地区にも総会案内を送付し,協議

会の参力日を募った。今後は,理事で

ある各地区の代表も含め,役員会を

開催 し,事業の企画を進めていける

よう指導したい。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
４
）
公
民
館
活
動
の
充
実

。中能登町女性協議会

1)町補助金 2,000,000円

2)助成講座講師謝金一部助成 6,000円

(各支部 1回/年のみ助成)30年度実績

平成 30年度支部数 21地区

3)主な事業内容

◆会報 14号発刊

◆町長 と語る会

◆中能登地区県政会議

◆議会傍聴

◆議会と語る会

◆交通安全マスコント配 り

◆女性のつどい

◆敬老会お手伝い

◆成人式お手伝い

◆リサイクルバザー

◆交通安全パレー ド

◆女性セミナー

9支部

【成果】

・平成 30年度においても支部数が減

少しているが,協議会としての事業

は充実しており,各種事業を通じて

行政と連携 した取 り組みができた。

また,いろいろな場面で協力体制が

しつかりとしていることから,地域

づくりやサポー トに資することが

できた。

・平成 30年度も平成 29年度に引き続

き,「役員 。支部長懇親会」を行つた。

合併後も旧町単位での交流が続いて

いたが,絆とつながりを深めるため,

全体的な会とした。

・行事等を通して町行政に対する課題

や疑問を問いかけすることができ,

さらに会員同士の絆を深めること

ができた。

・会員数を増加させる対策の一つとし

て,女性の輪 (会報)の レイアウト

を大きく変更し、多くの方にみてい

ただけるよう内容を工夫 した。ま

た,全戸配布を行った。

【今後の方向性】
。人口,世帯の減少に伴い,協議会に

参加する会員の減少が目立ち,解散

する地区支部の問題が深刻化 して

きている。町協議会に加盟せずに地

区独 自で活動 している団体もある

ため,平成 31年度においても継続 し

て加盟を働きかけ,全地区の支部設

立に力を入れたい。具体的な活動と

して,役員が区長会へ町女性協議会

への加盟の依頼へ出向く予定。

・女性の活躍は町活性化において欠か

せないため,今後も支援を行ない支

えて行かなければならない。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
５
）
青
少
年
の
健
全
育
成

O家庭や学校,地域との連携を密にし,犯罪のない地

域社会を創る
。巡回補導の実施

前夜祭,町祭当日の巡回補導の実施。

期 日 7月 28日

時間 17:20～ 18:10,20:55～ 21:40

夏休み期間中の巡回補導の実施。

期 日 8月 7日 ,9日 ,21日 ,23日

時間 20:00～ 21:00

・町駐在所,各学校代表,県警委口属少年補導員,七
尾鹿島地区高等学校 PTA校外補導連絡協議会,青少年

育成推進指導員,町教育委員会の協力のもと行った。

O青少年の地域での社会参加を促す

①青少年育成推進委員の支援
。内閣府,県主催の研修会,ブロック会議への参加。

・町立学校への協力。
。町巡回補導への協力。

②成人式の実施
。実施 日 平成 31年 1月 13日 (日 )10:30～
・場 所 ラピア鹿島 「アイリスホール」

・参加者 対象者 181人 ,参加者 151人

・式 典

1)開式の辞 副町長

2)国家斉唱 (ピアノ伴奏)新 成人代表

3)町民憲章唱和 新成人代表

4)式辞 町長

5)祝辞 知事 (代読・教育長),衆議院議員 ,

県議会議員,町議会議長

6)記念品贈呈受領  新成人代表

7)二十歳の誓い   新成人代表

8)謝辞       新成人代表

9)閉式の辞     副町長

・記念撮影 (各地区)

。実行委員会主催親陸会の開催

【成果】

・平成 30年度においても各種団体の

協力を得て巡回補導を行つた。結果

的には補導対象 となった青少年は

いなかった。少年が深刻な状況に陥

る前に犯罪の発生を抑止すること

は,地域社会の安全にもつながっ

た。

【今後の方向性】
。今後も子どもたちの健全な成長と非

行防止を願い,関係機関の地域の学

校及び補導員相互の連携強化を図

つていきたい。最近では,パ ソコン

や携帯電話の普及に伴い,サイバー

空間における有害図書から青少年

を守る取 り組みについても検討 し

ていく必要がある。

【成果】

・青少年育成推進指導員が研修会の参

加や七尾鹿島ブロック会議の参加

や推進指導員の資質向上を図るこ

とができた。ブロック会議では,事

例発表や講話を聞き,活動の参考と

した。

【今後の方向性】
。研修会やブロック会議に一堂に会

し,相互の意見,情報等の交換など

行い他市町との連携を強化 してい

きたい。

【成果】
。年々,保護者の参加が増えてきてい

ることから,保護者席を十分に確保

したことで,スムーズに式典を開始

することが出来た。

・女性協議会や着付けボランティアの

協力により全 日程を円滑に進行す

ることができた。

・成人式実行委員会主催の親睦会は会

費制で行い,成人者には良い思い出

と社会構成員 としての自覚を促す

ことができた。

【今後の方向性】

・成人 18歳に伴 う今後の式典内容・

時期について検討する。
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項 目 事業の名称及び実施概要 点検及び評価

（
６
）
国
際
交
流
事
業
の
推
進

0国際化に対応 した事業推進を台湾基隆市成功国民

中学校との相互交流を通 し展開する

中能登中学校の生徒 19名 ,引率者 6名 (中能登中学

校校長,中能登町国際交流の会会長他)が台湾基隆

市成功園民中学校等を訪間し,ま たホームステイを

通 じて相互交流を行つた。

O次世代を担う児童生徒の国際的視野を身につける

ための国際交流を推進する
。ジャパン>ン トヘの共催並びに実施

1)期 日 平成 30年 8月 23日 (木)～26口 (日 )

2)受入 留学生 7名

3)ホ ス トファミリー 6フ ァミリー

4)中能登町交流プログラム

◆竹取り,竹細工作成,昼食 (流 しそうめん等 )

◆デザインセンター,能登上布会館 (見学・体験)

◆亀井ちょうちん店 (見学・体験)

◆書道体験

【成果】

・台湾基隆市成功国民中学校との交流

事業をとお して国際化に対応でき

る人づくりを行つた。

・海外でのホームステイを通して,異

文化体験,多文化交流を行つた。

【今後の方向性】
。子どもたち同士やホス トファミリー

との交流を通して,国際感覚を養 う

ため,今後も更に交流を深めていき

たい。

【成果】
。町プログラムに,ホス トファミリー

にも参加 してもらい,交流を深め

た。

・ホス トファミリーの方達に留学生と

の交流をとお して,異文化に触れ ,

お互いに学び合 う良い機会を提供

できた。

・中能登町の産業である繊維産業の関

連 し,デザインセンターの見学や能

登上布の機織 り体験を通 して留学

生たちに町の魅力をつたえること

ができた。

・書道体験は,ホス トファミリーヘの

プレゼン トを作つて,双方喜んでい

た。

【今後の方向性】
。交流プログラムを継続していきた

い。様々な団体との連携を検討して

いきたい。
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